
池に生える一年草。浮水葉は広卵状菱形、径1-2cmになり、上部の縁は粗い鋸歯となり、表面に光沢があ

り、裏面の脈上にはまばらに毛があり、葉柄の中央部は長楕円状にふくらむ。花期は7-10月。花は白色、と

きに紅色を帯び、径6-8mm。萼には毛がない。

生育地はいずれも小さな溜池で、人為的破壊の危険度
が高い。生育地の減少が著しい。現在は1ヶ所のため池
のみで生育が確認されている。

生育地であるため池の保全が重要である。

A

標本：頌栄短大コレクション

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、丹波、淡路

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ミソハギ科

兵庫県ランク…ヒメビシ
環境省ランク… VUTrapa  incisa  Siebold et Zucc.


